
ル
ー
ブ

ル
美
術
館

の
模

写
画
家

に

つ
い
て

伊

藤

慶

之

助

巴
里
の
ル
ー
ブ

ル
美
術
館
に
は
、
毎
日
模
写
を
す
る
画
家
が
約
七
十
名
ほ
ど
居
る
。

そ

の
画
家

の
国
籍
も
種
々
雑
多
で
、
そ
れ
等

の
画
家
の
模
写
の
方
法
は
約
三
種
類
に
別
け
る

こ
と
が
出
来
る
。

そ

の

一
は
、
原
作

の
画
派

の
テ
ク

ニ
ヅ
ク
を
詳
細
に
研
究
し
て
、
そ
の
画
派

の
そ

の
時
代

の
技
法
を
忠
実
に
周
到
し
て

写
す
方
法
で
あ
る
。

第
二
は
、
原
作
の
画
派
の
専
門
的
な
技
法
は
余
り
念
頭

に
置
か
ず
、
原
作
か
ら
受
け
る
感
覚
、
イ

メ
ー
ジ
な
ど
を
キ
ヤ

ヅ
チ
し
て
、
模
写

の
技
法
は
画
家
の
個
性
を
生
か
せ
た
在
来

の
そ
の
画
家

の
技
法
で
原
作
の
感
覚
、
イ
メ
ー
ジ
を
追

っ
て

製
作
す
る
。

一
般
に
自
由
模
写
と
称
さ
れ
て
い
る
が
、
ゴ

ッ
ホ
が

ミ
レ
ー
の

「
種
子
蒔
き
」

の
原
作
を
ゴ

ヅ
ホ
独
自
の
情

熱
的
な
流
動
し
た
タ

ヅ
チ
で
模
写
し
て
い
る
絵
が
あ
る
。

こ
の
ミ
レ
ー
の

「
種
子
蒔
き
」
は

一
入
五
〇
年

の
作
で
、
当
時
、
ブ

ル
ジ

ョ
ア
に
対
す
る
耕
作
労
動
者
の
抗
議
と
し
て

見
ら
れ
、
相
当
物
議
を
興
し
た
作
品
で
、

ミ
レ
ー
自
身
は
社
会
主
義
的
な
イ
デ

オ

ロ
ギ
ー
は
な
く
、

フ
ラ
ン
ス
、

カ
ト
リ

ヅ
ク
の
宗
教
心
に
よ
る
忍
従

の
精
神
を
表
現
し
よ
う
と
し
た

の
だ
が
、

こ
の
作
品
に
は
内
か
ら
盛
り
あ
が
る
労
動
者

の
精

神
的
な
力
強
さ
が
表
出
さ
れ
て
お
り
、
ゴ

ッ
ホ
は
こ
の
盛
上
る
力
強

さ
に
同
感

し
て
模
写
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

第
三
の
方
法
は
、
模
写
を
職
業
と
す
る
人

の
模
写
で
、

ル
ー
ブ

ル
美
術
館

で
は
こ
の
職
業
的
模
写
画
家
が

一
番
多

い
。

こ
れ
ら

の
画
家
達

は
、
原
作

の
国
、
画
派

の
テ
ク

ニ
ヅ
ク
の
持
質
な
ど
は
考
慮
せ
ず
、
外
見
的
に
似

て
い
る
事
、

り
時
間
を
掛
け
ず
に
手

の
込
ん
だ
よ
う
に
見
せ
る
事
が
条
件

に
な

っ
て
い
る
。

穿々

 

大
衆

の
嗜
好

に
合
う
美
し
さ
を
考
え
に
入
れ
て
、
余
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し
か
し
こ
の
職
業
的
模
写
画
家
の
う
ち
に
は
、
持
別
な
技
術
を
身

に
つ
け
て
い
る
画
家
も
い
る
。

六
十
歳
位

い
の
フ
ラ
ソ
ス
婦
人
だ
が
、

百
号
以
上
も
あ
る
大
作
を
め
が
ね
の
た
ま
ほ
ど

の
小
さ
な
画
面

に
、

強
度

の
拡
大
鏡
を
使
用
し
て

細
密

に
縮
少
し
て

模
写
す

る
。
十
人
程
の
裸
婦

の
全
身
像
が
描
か
れ
た
り
し
て
い
る
が
、
顔

の
細
部
な
ど
は
肉
眼
で
は
見
え
な
い
細
密
描
写
で
あ
る
。

こ
れ
等

の
も
の
は
、
お
も
に
婦
人

の
ブ

ロ
ー

チ
や
ペ
ン
ダ

ソ
ト
に
使
用
さ
れ
る
目
的

で
あ
る
。

又
、
十
六
、
七
歳

の
少
女

の
頃
か
ら
ラ
フ
ァ
エ
ル
の
マ
ド

ン
ナ
ば
か
り
を
模
写
し
続
け
、
七
十
幾
歳
に
な

っ
て
も
ま
だ
ラ
フ
ァ
エ
ル
の
マ
ド

ソ
ナ
を

一
途
に
模
写
し
続

け
る
根
気

の
良

い
老
婦
人
画
家
も

い
る
が
、

こ
の
二
人
の
婦
人
の
模
写
は
国
外

の
観
光
客
に
相
当

の
人
気
を
呼
ん
で
い
る
。

又
、
十
五
歳
位

い
の
少
年
が
フ
ラ
ソ
ド

ル
画
派

の
細
密
画
を
模
写
す
る
姿
も
見
ら
れ
る
が
、

こ
れ
は
め
ぐ
ま
れ
な

い
職
業
的
模
写
画
家
の
生
活
権
を
に
ぎ
る
ボ
ス
が
、

ほ
と
ん
ど
家
で
描
き
あ
げ
た
カ
ン
バ
ス
を
少
年
に
ル
ー
ブ

ル
に
持

ち
出
さ
せ
、
失
敗
が
目
立
た
な
い
バ

ッ
ク
な
ど

の

一
部
を
描
き
加
え
さ
せ
て
、
客
を
待

っ
て
い
る
。

当
時

の
ル
ー
ブ

ル
美
術
館

の
看
守

は
、
第

一
次
欧
洲
大
戦

の
傷
疲
軍
人
が
多
く
、
中

に
は
こ
れ
ら
の
職
業
的
模
写
画
家
と
提
携

し
て
、

ア
メ
リ
ヵ
や
イ
ギ
リ
ス
の
富
裕

な
観
光
客
を
連
れ
て
き
て
言
葉
た
く
み
に
買
は
せ
て
約
束

の
リ
ベ
ー
ト
を
も
ら
う
。

…
…
こ
れ
は
十
四
歳

の
天
才
少
年

で
、

ピ
カ
ソ
や

マ
チ
ス
で
も

こ
の
年
頃
に
は
こ
れ
だ
け
の
立
派
な
絵
は
描
け
な
か

っ
た
。

も
ち
ろ
ん
売
る
為
の
絵
で
は
な
い
が
私

(
看
守
)
が
頼
め
ば
売

っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
今
買

っ
て
置
け
ば
将
来
性
の
あ
る
少
年
だ
か
ら
、
決
し
て
損

は
し
な
い
:
:
:
と
売
り
つ
け
て
し
ま
う
。

イ
タ
リ
ァ
、

ル
ネ

ヅ
サ
ン
ス
の
レ
オ
ナ
ル
ト

・
ダ

・
ヴ
イ
ン
チ
の
モ
ナ

・
リ
ザ
や
ラ
フ
ァ
エ
ル
の
マ
ド

ン
ナ
な
ど
は
、
模
写

の
希
望
者
が
輻
湊
し
て
、

一
日
を
時
間
で

四
人
程
に
割
り
当
て
て
、
尚
三
ケ
月
程
待
た
ね
ば
模
写

の
順
番
が
廻

っ
て

こ
な
い
。

私
も
昭
和
四
年
か
ら
七
年
ま
で
の
間

に
、
絵

の
製
作

の
時
間
を
さ
い
て
、

フ
ラ
ン
ス
十
入
世
紀
の
画
家
ア
ン
ト
ア
ン
ヌ

・
ワ
ト
ー

(
一
六
入
四
-

一
七
一
二

)

の

「
ジ

ー
ル
」
(
喜
劇
役
者
を
描

い
た
百
号
大

の
油
絵
)
を
手
始
め
に
、

ス
ペ
イ
ソ
十
八
世
紀

の
画
家

フ
ラ
ソ
シ
ス
コ
・
ド

・
ゴ
ヤ

(
一
七
四
六
-

一
八
二
八
)
の

「
扇
子
を
持

つ
婦
人
」
(
一
八
〇
〇
年
頃

の
作
。
油
絵
四
〇
号
)

フ
ラ
ン
ス
十
八
世
紀

の
市
民

の
庶
民
的
な
家
庭
生
活
を

モ
テ
ィ
ー
フ
と
し
た

ジ
ヤ
ン

・
パ
プ

チ
ス
ト

.
シ
メ
オ
ソ

.

シ
ャ
ル
ダ

ソ

(
一
六
九
九
ー

一
七
七
九
)
の

「
メ
ロ
ン
と
桃
」
十
号
の
静
物
、
フ
ラ
ソ
ス
十
九
世
紀

の
カ
ミ

ユ
・
コ
ロ
ー

(
一
七
九
六
i

一
入
七
五
)

の

「
青
衣

の
女
」

(
一
五
号
変
型
油
絵
)

コ
ロ
ー
の

「
ミ
ュ
ー
ズ
」
(
入
号
油
絵
)

フ
ラ
ソ
ス
十
九
世
紀
古
典
派

の
画
家

ジ

ャ
ソ

・
オ
ー
ギ

ュ
ス
ト

・
ド
、・こ
一
ヅ
ク

・
ア
ン
グ
ル

(
一
七
入

O
l

一
八
六
七
)

の

「
オ
ダ
リ
ス
ク
」

の
顔

(
ロ
ー

マ
滞
在
中

一
入

一
四
年
作
)
な
ど

の
模
写
を
や

っ
た
。

・

ル
ー
ブ
ル
美
術
館
の
模
写
家
に
つ
い
て

{

、

"

曜

7'

ρ

「
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ル
ー
ブ
ル
美
術
館
の
模
写
家
に
つ
い
て

私

の
模
写

は
、
模
写

の
種
類

そ

の

一
に
あ
げ

た
原

作

の
画
派

の
技
法

を
詳
細

に
知

っ
て
、
そ

の
時

代

の
技

術
を
忠

実

に
写
す

方
法

に
よ

っ
た
。

十

七
世
紀

十
八
世
紀

の
ス
ペ
イ

ン
画
派

は
画
派

の
テ

ク

ニ
ッ
ク
と
し

て
、

カ

ソ
バ

ス
の
上

に
渋

い

ラ
イ

ト

レ
ヅ
ド

の
地
塗

り
を

ほ
ど

こ
し

て

い
る
。

ラ
イ
ト

レ

ヅ
ド

は

滲
透

性

の
強

い
顔

料
だ

か
ら
、
顔

や
肉
体

の
部
分

や
、

明

る

い
白

い
部
分

な
ど

に
は
下

か
ら

の
滲
透

を

ふ
せ
ぐ
為

に
、

そ

の
上

に
さ
ら

に
明

る

い
色

で
下
塗

り
を
重

ね
て

お
く
。

こ
の
明

る

い
肉

体

の
部
分

を
浮
彫

の
様

に
絵

具

を
盛

上
げ

て

い
る
画
家

も
あ

る
。

こ
の
下
準
備

の
地
塗

り
が
完
全

に
乾

い
た
上

に
、
筆

触

に
リ
ズ

ム
を

つ
け

て
濃

淡

を
考

慮

し
な
が

ら
筆

を
進

め
て
ゆ

く
。
透

け

た
白
布

の
場
合
、
絵

具

の
淡
く

着

い
た

と

こ
ろ

は
下
塗

の
ラ
イ

ト

レ

ヅ
ド

の
暖

か

い
暗

さ
が
透

け

て
見

え

て
布

の
デ

リ

ケ
ー
ト
な
抑
揚
が
現

れ

る
。

ス
ペ
イ

ソ
画

派

の
こ

の
世
紀

の
画
家

ベ

ラ
ス
ケ

ス
、

グ

レ

コ
、

ゴ
ヤ
、

リ
ベ

ラ
、

ム
リ

リ

ョ
、

ス

ル
バ

ラ
ソ
、
バ

イ

ユ
ー
な
ど

の
ど

の
作
品
を
見

て
も
、

こ
の
画
派

の

法
則

を
守

っ
て
渋

い
ラ
イ

ト

レ

ヅ
ド

の
下
塗

り

を
ほ
ど

こ
し
て
か
ら
、

所
定

の
方

法

で
絵

を
完
成

し

て
ゆ
く
。

マ
ド

リ

ヅ
ド

の
プ

ラ
ド
美
術
館

に
陳
列

さ
れ

て

い
る

ゴ

ヤ

の

「
五
月

三
日

の
処
刑
」

は
三
百
号

に

近

い
大

作
だ
が
、

画
面

全
体
を
暗

い
ラ
イ

ト

レ

ッ
ド

で
厚

く
下
塗

り

が

な
さ
れ

て

い
る
。
そ

し
て
銃
殺

さ
れ

る

マ
ド

リ

ヅ
ド

市
民

の
両
手

を
あ
げ

る
白

い

シ
ャ
ツ
の
人
物

と
、
画
面

の
中
央

に
明

る
く
光

る
寵

燈

は
ホ

ワ
イ

ト

の
厚

い
パ
ー
ト

で
盛

上
げ

て
あ

る
。

そ

の
上

に
、
荒

い
タ

ヅ
チ
で

一
気

に
描

き
あ
げ

ら
れ

て

い
る
が
、

こ
と

に
沖

天

に
大

き
く
広
が

る

夜
空

は
、
暗

い
ラ
イ
ト

レ

ヅ
ド

の
下
塗

り

の
上

に
、
絵

具
を
生

で
溶

い
た
ウ

ル
ト
ラ

マ
リ

ン
を
乱
暴

な

タ

ヅ
チ
で
画
面

に
流

し
て

い
る
。

透
明

な
ウ

ル
ト
ラ

マ
リ

ソ
の
絵

具

の
下

に

ラ
イ

ト

レ

ヅ
ド

の
茶
が
解

合

っ
て
深

い
夜
空

が
現
出

さ
れ

て
い
る
。

死

ん
で

た
お
れ

て
い
る
人
物

の
頭

か
ら
流

れ

て
い
る
血

は
下

塗

り

の
茶
と
鮮

紅
が

ま
ざ

っ
て
、

せ
い
さ
ん
な
感

じ
を
あ

た
え
る
。

私

は

ス
ペ
イ

ソ
旅
行

に
よ

っ
て
、

ス
ペ
イ

ソ
画
派

の
法

則
を
学

び
得

た

の
で
、

巴
里

に
帰

っ
て

ル
ー
ブ

ル
美

術
館

の
ス
ペ
イ

ソ
派

の
壁

に

陳
列

さ
れ

て

い
る
ゴ

ヤ

の

コ
扇
子

を
持

つ
婦

人
L

の
模
写

に
掛

っ
た
。

原
作

と
同
寸

法

の
四
十
号

の
カ

ン
バ

ス
に
、

ラ
イ

ト

レ

ヅ
ド
、

ル
ミ
ノ
ー

ル
と

カ
ド

ミ

ュ
ム
、

グ

リ

ソ
、

ペ
ー

ル
を
少

し
加

へ
た
茶

で
下
塗

り
を

や
り
、

顔

と
腕

の
肉

体

の
部

分

は
そ

の
上

に
明

る

い
肌

色

で
、
中

高

に
浮

彫

の
よ
う

に
盛

上
げ

て
下
塗

に
重
ね

て
お
く
。

胸

や
腕

の
肌

の
透
け

て
見

え
る

レ
ー

ス
の
白

い
衣
装

は
、

て

い
ね

い

に
そ

の
下
塗

り
を
生

か
せ

て
色

を

つ
け

て
ゆ
く
。
私

は
約

四
十
日
掛

っ
て

こ
れ
を
完
成

さ

せ
た
。

イ
タ
リ

ア
、

ル
ネ

ヅ
サ
ン

ス
の
ベ

ニ
ス
派

の
絵

に
は
、
濃

い

コ
バ

ル
ト
か
ウ

ル
ト

ラ

マ
リ

ン
の
下

塗

り

の
絵

を
よ
く
見

か
け

る
。

完
成

さ
れ
た
原
作

を
下

か
ら
見

上

る
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よ
う

に
透

か
し

て
眺

め
る

と
、

画
面
全

体

に

コ
バ

ル
ト

の
調
子

が
掛

っ
て
見

え
る
。

ル
ネ

ッ
サ
ソ

ス
の
ベ

ニ
ス
派

の
ジ

ョ
ル
ジ

ョ
ー
ネ

の

「
田
園

の
合
奏
」

を
、

ウ

ル
ト
ラ

マ
リ

ン
の
青

い
下

塗
り

の
上

に
模

写
を
始

め

て
い
る
老
年

の
画
家

を
見

た
が
、

こ

の
絵

は

ル
ー
ブ

ル
美

術
館

で
も
大
作

に
類
す

る
作
品

で
あ

る
。

こ
の
様

に

ル
ー
ブ

ル
美

術
館

に
は
、
多

数

の
画
家
が

毎

日
そ

れ
ぞ

れ
自
分

の
信

じ
る
方
法

で
黙

々
と

模
写

を
続
け

て

い
る
。
十

九
世
紀

の
大
家

マ
ネ

・
ド

ガ

・
ル
ノ
ァ

ー

ル

・
セ
ザ

ソ

ヌ
な
ど

も
青
年
時

代

に

は

ル
ー
ブ

ル
美

術
館

に
通

っ
て
、
多

く

の
模

写
を

や

っ
て

い
る
。

一
九

三
〇
年

に
巴
里

で
模
写
ば

か

り
を
集

め
た
展
覧

会

が
開
催

さ
れ
た
が
、

十
九
世

紀

フ
ラ

ソ

ス
画

壇

の
大
家

の
青
年
時

代

に
、

ル
ー
ブ

ル
美
術
館

で
描

い
た
模
写

が

多

数
陳

列

さ
れ
て

い
た
。

ル
ノ
ア
ー

ル
の
模
写

し
た
ド

ラ

ク

ロ
ア
の

「
ア

ル
ジ

ェ
ー

ル
女

」
(
フ
ラ

ン
ス
十
九
世
紀
室

)
、

ア

ン
リ

・
マ
チ

ス
の
模
写

し

た

シ
ャ

ル
ダ

ン
の

「
あ

か
え
」

(
フ
ラ

ン

ス
十

入
世
紀
室

シ
ャ

ル
ダ

ン
の
壁
)
、

フ
ラ

ン
ス
十
九

世

紀
室

に
陳

列

さ
れ
て

い
る
ド

ラ
ク

ロ
ア

の

「
ダ

ン
テ

の
船
」

は

二
百
号
位

い

の
作

品
だ
が
、

セ
ザ

ソ
ヌ
と

マ
ネ

が

共

に

こ
れ

を
六
号

に
縮
少

し

て
模

写

し
て

い
た
。

十
七

世
紀

の
オ

ラ

ン
ダ
派

の
風
景

画
家
、

ヤ

コ
ポ

・
ル
イ

ス
ダ

ー

ル

(
一
六

三
〇
頃
-

一
六

入
二
)

の

「荒

天

の
海

」
を
青
年

時
代

の
ア

ソ
リ

・
マ
チ

ス

(
一
八
六
九

-

一
九

五
四
)
が

原
作

の
オ

ラ
ソ
ダ
派

の
テ

ク

ニ
ヅ
ク
を
忠
実

に
使

っ
て
模
写

し
た
絵

も
陳

列

さ
れ

て

い
た
。

]
八
九

四
年

に
模

写
さ

れ
た
と
記

さ
れ

て

い
た

か
ら

、

マ
チ

ス
の
二
十

六
歳

に
描

か
れ
た
も

の
で
、

ベ

ル
リ

ソ
の

ハ
ソ

ス

・
ピ

ュ
ー

ル

マ
ソ
の

コ
レ
ク
シ

ョ
ン
と
な

っ

て

い
た
。

又
、

ル
ー
ブ

ル
美

術
館

フ
ラ
ソ

ス
十

入
世
紀

シ

ャ
ル
ダ

ン
の
壁

に
は
、

シ
ャ

ル
ダ

ン
の
静
物

画

「
あ

か
え
」

「
桃
」

「
銀

の
湯
呑

」

「
喫

姻
道
具
」

「
メ

ロ
ソ
と

桃
」

な

ど
多
く

の
優

れ

た
作

品
が
陳

列
さ

れ
て

い
る
が
、
十

九
世
紀
中
葉

か
ら

二
十
世
紀

に
か
け

て
静
物

を
描

く
画
家

は
、

シ
ャ

ル
ダ

ン
の
こ
れ
等

の
絵

を
指
針

と

し
て
多

く

模

写
さ

れ
た
。

マ
ネ
、

セ
ザ

ン
ヌ
、
尿

ナ

ー
ル
が

シ

ャ
ル
ダ

ソ
の

「
桃
」

を
三
人
見
分

け

の

つ
か
な

い
程
、

忠
実

に

シ

ャ
ル
ダ

ン
の
技

法

に
従

っ
て
模
写

し

て
い
た

の
に
は
興
味

を

お

ぼ

え

た
。

、

.

・

ル
…
ブ

ル
美
術
館
の
模
写
家

に
つ
い
て

・

・

.

.

一139一

 

「
!



ル
ー
ブ
ル
美
術
館
の
模
写
家
に
つ
い
て

ル
ー
ブ

ル
美
術
館

で
模
写
を
始
め
よ
う
と
す
る
と
、
私
達
の
場
合
は
日
本
大
使
館

の
身
許
証
明
を
も
ら

っ
て
ル
ー
ブ

ル
美
術
館

の
事
務
局
に
行
き
、
模
写

の
料
金
を
支

払

っ
て
指
定

の
許
可
証
に
画
家

の
写
真
を
張

っ
て
サ
イ
ソ
を
も
ら
う
。

そ
れ
を
持

っ
て

希
望

の
作
品
の
陳
列
さ
れ
て
い
る
室
に
行
き
、

そ

の
室

の
責
任
看
守
に
模
写
す
る
作
品
と

時
間
を
打
ち
合
せ
て

一
ヶ
月
分

の
看
守

へ
の
チ
ヅ
プ
を
渡

す
。翌

日
か
ら
指
定
し
た
時
間
に
行
く
と
、
模
写
す
る
作
品

の
前

に
画
架

に
の
せ
た
私
達

の
カ
ソ
バ

ス
が
置
か
れ
て
お
り
、
終

っ
て
帰
る
と
倉
庫

に
運
び
入
れ
て
く
れ
る
。

春

の
観
光

シ
ー
ズ

ソ
に
は
、
画
架

の
周
囲
に
色

々
の
国

の
人
が
来
て
話
し
か
け
ら
れ
る
の
で
閉

口
す
る
。

ル
ー
ブ

ル
美
術
館
は
、
始
め
、

ル
イ

・
オ
ー
ギ

ュ
ス
ト
時
代

(
=

一〇
四
)

に
築
か
れ
た
城
砦
を
、

フ
ラ
ソ
ソ
ア

一
世

(
在
位

一
五

一
五
ー

一
五
四
七
)

の
頃
に
ル
ネ

ヅ
サ
ソ
ス
風
宮
殿
に
改
築
さ
れ
、

ア
ン
リ
四
世

(
一
五
五
三
ー

一
六

一
〇
)
時
代

に
立
派
な
宮
殿

に
完
成
さ
れ
た
。

後

に

一
七
九
三
年
、
時

の
共
和
政
府

に
よ

っ
て
博
物
館
と
さ
れ
、
現
在

の
ル
ー
ブ

ル
美
術
館
と
な

っ
た
。

(
挿
入
写
真

ワ
ト
ー

「
ジ

ー
ル
」
を
模
写
す
る
筆
者
)
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